
【戯曲募集】 

《ナビイチリーディング》では、ブラッシュアップを希望す

る戯曲を随時募集しています。既に上演したものでも構いま

せん。地域の第一線で活躍する俳優によるリーディング上演

をした後、ゲストを迎えたディスカッションを行い、あなた

の戯曲の新しい魅力を発見します。エントリーは無料です。

詳細は日本劇作家協会東海支部 HP などをご参照ください。

応募多数の場合は、きちんと読んだうえで、取り上げる戯曲

を選考いたします。ぜひともご応募ください。 

＊詳細お問い合わせは、日本劇作家協会東海支部 HP からお願いします。 

 

□ナビイチリーディング、今年の予定 

○第 9 回目：２０１８年 10 月 22 日（月）19：30〜21：30 

             ＊戯曲募集締め切り＝8 月末日 

○第 10 回目：２０１８年 12 月 3 日（月）19：30〜21：30 

             ＊戯曲募集締め切り＝10 月末日 

 

 

□ナビイチリーディング｜お問い合わせ 

○日本劇作家協会東海支部 HP 

○Loft Plan：電話 090-9929-8459 

 

□主催：日本劇作家協会東海支部、ナビロフト、Loft Plan 

□制作協力：名古屋演劇教室 

 

 

 

日本劇作家協会東海支部×ナビロフト 

 

ナビイチリーディング 
 

 
【第八回目】 

 
 
 
 
 
 

201８年８月２０日（月） 

19：30〜21：30 

  

【会場：ナビロフト】 

名古屋市天白区井口二丁目 902  

TEL/FAX：052-807-2540 

 
 



 
□作家ご挨拶｜オオノショウヘイ□ 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 この度、リーディング作品に選んで頂きました作品の作者、オオ
ノショウヘイです。 私は演劇なんて見たこともないのに消去法で演
劇部に入り何も分からず役者をやっていました。卒業してから 2 年
は、仕事をして家に帰るだけの生活をしていて急に、ただ延命して
いるような状態に嫌気がさし、もう一度だけ演劇をやってみようと
思いました。つまらなかったら辞めようと思って舞台に立ち、続け
る事を決めました。そして、演劇の世界に縋り付く為に劇団を作り。
主宰となった私は台本を書かざるを得ない状態になった、というの
が私が戯曲を書くに至った経緯です。私は幼少時代から文章を書く
事がとても嫌いでしたが、書いていくうちに「私は演じるよりも好
きかもしれない」と今では思っています。 
  
 さて、今回採用して頂きました戯曲「レッツゴー・マイベッド！」
ですが。元々は私の入院していた時の話を書こうと思って書いた作
品です。入院生活を共に過ごしたベッドと手術室まで運ばれていく
時が不思議な恐怖で一杯になった事をまず書こう思いました。しか
し流石に暗すぎると思い、好きな歌の題名を安直にもじって「レッ
ツゴー・マイベッド！」と題名を決めました。後は全て題名から出
てきた役と内容です。書くにつれ、この作品は今の社会の縮図のよ
うな気がしました。体を直しているのに人間からは遠くなっていく
矛盾。色々な事を考えながら作品を作りました。  
 
 拙い文章ですが、よろしくお願いします。 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

■オオノショウヘイ｜プロフィル■ 
 

 オオノショウヘイ。1993 年 1 月 15 日生まれ愛知県出身。高校
生の時、演劇部に所属、初舞台で中部大会連盟賞を受賞。卒業後に
就職。暫くして名古屋演劇教室 6 期 7 期を受講。その他客演やスタ
ッフなど演劇活動を始める。2015 年劇団マネキンを立ち上げ今年
の 5 月に第 3 回公演を無事終演。現在は長久手で行われている戯曲
のセミナーに通いながら戯曲を勉強中。 
 

 

【今月の戯曲】 

オオノショウヘイ 

『レッツゴー・マイベッド！』 
 

 
 

 

 

 

【リーディング・キャスト】 
 
 

 

 
 

公務員：二瓶翔輔  
母：堀優子（劇座） 

モドキ：森らんぽ。 

タトイ：川本麻里那（劇団あおきりみかん） 

ヤブ：内山ネコ（劇団んいい） 

作業員：台越竜太郎（風土の端のスクルット） 

ト書き：久川徳明（劇団翔航群） 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

コーディネーター：鹿目由紀（劇団あおきりみかん） 

ファシリテーター：中内こもる（劇団中内(仮)） 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

□ディスカッション・ゲスト□ 

小島祐未子 

（家鴨の編集舎／編集者、ライター） 


